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１－１．概   要 

Ｗｅｂ風向風速計（ＨＪ－６０４Ｇ Hunter Junior24G シリーズ）は、建物や樹木の影響を受けない場所に設置して使用し

ます。風速はプロペラの回転による起電圧の周波数を測り測定します。風向は、本体の回転をポテンショメータに直結し、抵

抗値の変化で測定します。ベクトル化した東方成分風速（Ｅ風速）、北方成分風速（Ｎ風速）を、サンプル間隔（１．０秒）で測定

し、測定時間分（１０分）のデータを、ＳＤカードに収録します。 

測定終了毎に、ビルトイン MagicProcessorK（データ処理ソフト）によって一般的な風速・風向のデータ処理を実行し、

処理結果をテキストファイル（ＷＨｘｘｘＲ．ＴＸＴ）にしてＳＤカードに保存します。観測終了時に、このファイルをチェックすること

で観測結果を確認できます。 

 

＊ＨＪ－６０４Ｇは、パワーオン時に、ネット機能で時計を合わせ、測定起動します。風速・風向を測定して、SD カードに測定デ

ータを収録します。パワーオフで測定停止します。 

＊付属のソフトで、ＳＤカードのファイルを開くと、処理結果のグラフと表を作成できます。エクセルのサンプルマクロも添付さ

れましたので、エクセルでのデータ応用範囲が広がり、利用しやすくなりました。 

＊モニタリングサービスは、Ｗｅｂサーバーとの連携を強化しました。ＨＪ－６０４Ｇのパワーオンだけで、処理結果の表やグラ

フをＷｅｂにアップロードできます。 

 

モニタリング概要図 
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１－２．動作概要 

ＨＪ－６０４Ｇ（Hunter Junior24G シリーズ）は、パワーオン／パワーオフと、ＳＤカードの測定条件設定ファイル（ｉｎｄｅｘ６

２．ｔｘｔ）の設定によって、図１－１のように制御されます。（タイムチャート参照） 

 

パワーオフ状態

待機状態

測定状態
動作確認ランプ点灯

サンプル間隔 測定開始 

測定終了 

測定間隔で交互に
状態が変わる

パワーオフ

（測定停止）

パワーオフ

（測定停止）

動作確認ランプ点灯
１分間隔

パワーオン  

（測定起動）  

ネット接続後
初期待機状態

初期待機状態２秒間隔

予備測定状態１秒間隔

 

図１－１ 装置の状態遷移 

 

 

 

１－３．ビルトインデータ処理 

ビルトイン MagicProcessorK は、表１－１の結果項目を算出できます。 

表１－１ ビルトインデータ処理項目 

風速処理項目 瞬間最大風速・風向、平均風速・風向（スカラー計算値及びベクトル計算値） 

 

１－４．仕 様 

表１－２ 仕 様 

構  成  名  称 型 式 仕    様    概    要 

Web風向風速計 

Hunter Junior24G 

HJ-604G 風速 範囲 0～60m/s(耐風速 100m/s)､精度 0～10m/s ±0.5m/s以内､10m/s以上 ±10%以内 

起動風速 0.9m/s、分解能 0.1m/s 

風向 範囲 0～359°､精度 ±5° 

ｻﾝﾌﾟﾙ間隔1.0s､測定時間1～60分､測定間隔1～240分 

通信:COMﾎﾟｰﾄ､通信速度:1200～115200BPS、対応SDｶｰﾄﾞ:2GB～256GB(Windows ﾌｫｰﾏｯﾄ) 

寸法:550W×380H×180D､重量:1.1㎏､材質:ABS、ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ 

付属品:SDｶｰﾄﾞ､ﾃﾞｰﾀ表示ｿﾌﾄ(MsgicProcessorK48v24G 処理機能無し)他 
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２－１．外観図と各部名称 

 

 

ＳＤカード／ＳＩＭカード 

動作確認ランプ（グリーンランプ） 

プロペラ 

アンテナ 

信号入力コネクタ 

電源コネクタ 

測定部ケース 

本体 尾翼 パワースイッチ 

接続ランプ 

電池コネクタ 

ユビキタスモジュール 
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３－１．本体の取り付け 

プロペラの取り付け 

本体にプロペラの向き（嵌合突起、溝）に注意し、付属のナットで固定します。（Photo3.1，3.2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

Photo3.1 プロペラと本体の嵌合部                           Photo3.2 ナット固定 

本体の取り付け 

３４Φのパイプ等に本体を挿入し、Ｎマークを北に向けて付属のバンドで固定します。（Photo3.3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Photo3.3 N マーク、固定バンド 

ケーブル接続 

ＨＪ－６０４Ｇの電源ケーブルと、ＡＣアダプターの電源ケーブルを接続し、スリーブをネジ込みます。（Photo3.4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

Photo3.4 ケーブル接続 
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３－２．ＳＤカードの脱着 

ＳＤカードの取外し 

ＳＤカード取付け状態(Photo3.5)で、ＳＤカードを、指先で抑えてスライドさせて、取り外します。(Photo3.6) 

ＳＤカードの取付け 

ＳＤカードを Photo3.6 のように置き、ＳＤカードを指先で抑え。スライドさせて、Photo3.5 のように、コネクタの奥まで差し込みま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－３．パワーオン／パワーオフ 

パワーオン 

パワースイッチのノブを、Photo3.7 の状態から、Photo3.8 の状態にスライドします。動作確認ランプが、１０秒間点灯します。

(Photo3.9) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パワーオフ 

パワースイッチのノブを、Photo3.8 の状態から、Photo3.7 の状態にスライドします。 

  

Photo3.5 ＳＤカード取付け状態 Photo3.6 ＳＤカード取外し状態 

Photo3.9 動作確認ランプの点灯状態 

Photo3.7 パワーオフ状態 Photo3.8 パワーオン状態 

ノブ 
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４－１．測定起動準備 － ［関連項目 設定値の説明］ 

パワーオンで、本体の測定を起動する前に、測定条件の確認と、変更を行います。ＳＤカードの測定条件設定ファイル（ｉｎｄｅｘ

６２．ｔｘｔ）を、Ｗｉｎｄｏｗｓの”メモ帳”で編集し、ＳＤカードの測定条件設定ファイルを上書きすることで、設定変更します。 

１．本体のパワーオフを確認して、ＳＤカードを取り外します。パソコンのＳＤカードアダプターにＳＤカードを装着します。 

２．SD カードのドライブ（下例では G ドライブ）を、”Windows エクスプローラ”で見ると、下図の６個のファイルを表示します。

（下例では装置の機械番号下３桁：００５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．測定条件設定ファイル（ｉｎｄｅｘ６２．ｔｘｔ）を、Ｗｉｎｄｏｗｓの”メモ帳”で開き、測定条件を変更します。標準の測定条件設定フ

ァイルの内容は、下記のようになっています。 

======== ｉｎｄｅｘ６２．ｔｘｔの内容 ============== 
05:Start measurement of HJ-604G(y/n); y 
07:Reset HJ-604G(y/n); n 
11:Measurement time; 10(min.) 
12:Measurement interval; 10(min.) 

======================================== 

４．例えば、測定時間を２０分、測定間隔を２０分に変更する場合は、１１項、1２項を下記のように変更します。 

11:Measurement time; 20(min.) 
12:Measurement interval; 20(min.) 

５．測定条件設定ファイル（ｉｎｄｅｘ６２．ｔｘｔ）を変更した場合は、上書きしてください。変更しない場合は、上書きする必要はあり

ません。ＳＤカードを、パソコンのＳＤカードアダプターから取り外し、本体に装着します。 

 

設定値の説明 

02:Start measurement of WAVE HUNTER(y/n); ｙ  02:WAVE HUNTER の測定を開始します(y/n); ｙ 

［ｙ］では、パワーオンですぐに測定を起動します。［ｎ］では、本体は、保管状態になります。 
04:Reset HUNTER Junior(y/n); n    04:HUNTER Junior をリセットします(y/n); n 

［ｙ］では、パワーオンですぐに、本体をリセット（初期化）します。 

11:Measurement time; 10(min.)    11:測定時間; 10(min.) 

測定時間（１～６０分）を指定します。 

12:Measurement interval; 10(min.)    12:測定間隔; 10(min.) 

測定間隔（１～２４０分）を指定します。 
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図４－１．動作タイムチャート 

 

  



 

 9 

４－２．測定起動 － ［関連項目 収録データを素早く確認 設定値の説明］ 

１． 本体のパワーオン後、下記の順序で動作して測定起動されますので、確認してください。 

ａ．動作確認ランプが１０秒間点灯して、消灯します。本体はネット接続のプロセスを開始します 

ｂ．予備測定状態になり、動作確認ランプが１秒間隔で点滅します 

ｃ．３０秒程度でネットに接続します。接続ランプが点灯し（Photo4.1）、本体の時計を合わせます。

この時の通信で、動作確認ランプが高速で点滅します 

ｄ．本体は、次の測定開始時刻を設定して、測定待機状態になります。 

ｅ．最初の予備測定開始までは、動作確認ランプが２秒間隔でゆっくりと点滅し、正常な測定起

動を知らせます 

２．最初の予備測定が開始されると、Photo4.1､Photo4.2 の写真のように動作確認ランプが１秒間隔で点滅します。１分後に本

測定状態になり、動作確認ランプは、サンプル間隔（１秒）で点滅します。図４－１の動作タイムチャートを参照してくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．測定時間を経過して、その測定を終了すると、処理を実行（動作確認ランプが点灯する）します。処理の実行終了後、約３

０～９０秒でネット接続され（Photi4.1）、指定のサーバとファイルを送受信します。（動作確認ランプが、不規則に点滅する） 

注１：正常に測定起動した場合は、ＳＤカードの処理結果テキストファイル（ｗｈ００２ｒ．ｔｘｔ）の過去データは消去され、処理結

果Ｒファイル（ｗｈ００２ｒ．ｈ１０）、マスターファイル（ｗｈ００２ｍ．ｈ１０）は新しいデータで上書きされます。パワーオンの前

に、過去のデータファイルをバックアップしてください。 

注２：パワーオン後、５分以上ネット接続できない場合、そのまま測定を続けます。再度、測定起動を試みる場合は、パワーオ

フしてから、再度、パワーオンして下さい。 

注３：パワーオン後、正常に測定起動できない場合は、動作確認ランプを０．３秒間隔で点滅して、異常（SD カードが装着され

ていないなど）を知らせます。 

 

４－３．測定停止 

測定部ケースを開け、パワーオフし、ＳＤカードを取り出し、５－１項を参考にして収録データを確認します。引き続き、ＳＤカー

ドの収録データをコピーします。 

  

Photo4.2 動作確認ランプ消灯 Photo4.3 動作確認ランプ点灯 

Photo4.1 接続ランプ点灯 
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５－１．収録データを素早く確認 

観測終了後に、ＳＤカードのデータを、素早く確認するには、下記の手順で行います。 

１．本体をパワーオフしてから、本体のＳＤカードを抜き取ります。ＳＤカードをパソコンのＳＤカードアダプターに装着します。 

２．”Windows エクスプローラ”で、接続したＳＤカードのドライブ（下図ではＧドライブ）を指定して、内容を表示させます。 

 

３．前図のように、処理結果テキストファイル（例：ｓｍ００５ｒ．ｔｘｔ）を選択して、Ｗｉｎｄｏｗｓの”メモ帳”で開きます。収録された処

理結果の全てを、下図のように確認できます。 
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５－２．収録データのコピーと確認 － ［関連項目 収録データを素早く確認］ 

観測終了後に、ＳＤカードの測定データを、パソコンで確認するには、下記の手順で行います。測定した生データはマスターフ

ァイルに、本体でデータ処理された結果は、処理結果Ｒファイルと処理結果テキストファイルに収録されています。 

準備 

MagicProcesserK を実行します。ファイルが開いていれば、メニュー［ファイル－閉じる］で終了し、メニュー［ファイル－

初期化］で、適切な初期化番号を選び、MagicProcesserK を初期化します。カレントフォルダに、同じ機械番号のファイ

ルがある場合は、ファイルを、別のフォルダに移動します。機械番号が００５の場合は、下記のような”ｓｍ００５”に関する全て

のファイルを、削除、又は移動します。 

ｓｍ００５ｍ．ｈ１０ 

ｓｍ００５ｌ．ｈ１０ 

ｓｍ００５ｒ．ｈ１０ 

ｓｍ００５ｉ．ｈ１０ 

ｓｍ００５ｒ．ｔｘｔ 

測定データの確認 

１．本体をパワーオフしてから、本体のＳＤカードを抜き取ります。ＳＤカードをパソコンのＳＤカードアダプターに装着します。 

２．”Windows エクスプローラ”で、接続したＳＤカードのドライブ（下図ではＧドライブ）を指定して、ドライブの内容を表示させま

す。 

 

３．上図のように、マスターファイル（例：ｓｍ００５ｍ．ｈ１０）、処理結果Ｒファイル（例：ｓｍ００５ｒ．ｈ１０）、処理結果テキストファ

イル（例：ｓｍ００５ｒ．ｔｘｔ）を選択して、MagicProcessorK のインストールされているカレントフォルダにコピーします。 

４．MagicProcessorK を実行して、メニュー［ファイル－開く］ で、処理結果 R ファイルを（例：ｓｍ００５ｒ．ｈ１０）を、開

きます。 をクリックして［処理結果表］ のウインドウを表示します。処理結果ファイル（ｗｈｘｘｘｌ．ｈ１０）が作成されます

のでタイトルバーで確認します。 

５．ステータスバーの、最終収録測定番号を参考にして、処理する測定回数分を、ツールバーのリストボックス に

設定します。 のクリックで、連続処理を開始して、処理結果表を完成させます。メニュー［処理－中止］ のクリックで中

止できます。 

６．メニュー［表示－処理結果のグラフ］ で、処理結果グラフを表示できます。表やグラフのフォーマットは、メニュー［処理

－条件の設定］ －タブ［表］、［グラフ］で編集できます。測定番号を進めて表示するには 、戻るには をクリックしま

す。 

注．マスターファイルを処理して、取得データを確認する場合などの詳しい説明は、MagicProcessorK の取扱説明書を

参照してください。 
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７．下図のように生データも表示するには、メニュー［ファイル－閉じる］で、一旦、処理結果Ｒファイルを閉じます。メニュー［フ

ァイル－開く］ で、マスターファイルを（例：ｓｍ００５ｍ．ｈ１０）を開きます。メニュー［表示－生データのグラフ］ 、メニ

ュー［表示－生データ表］ 、メニュー［表示－成分流速２次元グラフ］ で生データを表示します。 

MagicProcessorK の表示例 

 

 


